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選
挙
管
理
委
員
会
と
市
明
る

い
選
挙
推
進
協
議
会
は
、「
市

民
教
養
講
座
」
を
開
講
。

多
彩
な
講
師
陣
が
、
政
治
・

経
済
や
文
化
、
社
会
問
題
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
話
題
を
分

か
り
や
す
く
紹
介
、
解
説
し
ま

す
。【

日
程
・
テ
ー
マ
・
講
師
】

上
表
の
と
お
り
。
全
５
回
。
時

間
は
い
ず
れ
も
14
時
〜
16
時
。

【
場
所
】

西
公
民
館
（
小

林
２
丁
目
、
阪
急
小
林
駅
）。

８
月
27
日
の
み
東
公
民
館
（
山

本
南
２
丁
目
、
阪
急
山
本
駅
）。

【
費
用
】

無
料
。

【
対
象
】

市
内
在
住
・
在

勤
の
人
。

【
定
員
】

先
着
１
５
０
人
。

【
一
時
保
育
】

１
歳
以
上

の
一
時
保
育
を
実
施
、
要
予
約
。

【
申
し
込
み
】

選
挙
管
理

委
員
会
（
蕁
燻
２
０
３
２
）

へ
。

上級救命講習 

   対    象 ● 市内在住･在勤･在学の 
　　　　　  中学生以上の人 
   費　用 ● 無料 
　内　容 ● 心肺蘇生法、止血法など 
   定　員 ● 先着30人　 
申し込み ● 西消防署（蕁73･1968） 

蜴9月9日貂 9時30分～17時30分 
　消防本部（伊孑志3丁目） 

かけがえのない いのち を救うために かけがえのない いのち を救うために 

乳幼児への応急手当 講習会 
いずれも無料。各日先着30人 

蜴9月7日豸 9時～正午 
　東公民館（山本南2丁目） 

   対    象 ● 市内在住の、乳幼児（第1 
　　　　　  子のみ）の保護者 
申し込み ● 8月31日豸までに東消防署 
　　　　　（蕁88･0119） 
 

蜴9月6日貍 9時30分～12時30分 
　消防本部（伊孑志3丁目） 

   対    象 ● 市内在住･在勤の、乳幼 
　　　　　  児の保護者 
申し込み ● 9月5日貊までに西消防署 
　　　　　（蕁73･1968） 
 

市
と
文
化
振
興
財
団
な
ど

は
、「
宝
韶
国
際
室
内
合
唱
コ

ン
ク
ー
ル
」
を
7
月
26
日
・
27

日
に
ベ
ガ
・
ホ
ー
ル
で
開
催
。

入
賞
団
体
が
決
ま
り
ま
し
た
。

今
年
で
20
回
目
を
迎
え
た
同

コ
ン
ク
ー
ル
に
、
国
内
は
30
団

体
、
海
外
は
チ
ェ
コ
共
和
国
、

台
湾
か
ら
３
団
体
が
出
場
。
曲

が
生
ま
れ
た
時
代
ご
と
に
分
け

ら
れ
た
３
部
門
で
、
美
し
い
ハ

ー
モ
ニ
ー
を
競
い
合
い
ま
し

た
。審

査
の
結
果
、
総
合
第
１
位

に
輝
い
た
の
は
、
な
に
わ
コ
ラ

リ
ア
ー
ズ
室
内
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

（
大
阪
府
）
＝
写
真
。
２
位
は

タ
イ
ペ
イ
　
メ
ー
ル
　
ク
ワ
イ

ア
（
台
湾
）。
３
位
は
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
　
ヴ
ァ
イ
ン
（
京
都
府
）。

各
部
門
の
入
賞
団
体
は
次
の

と
お
り
。

◎
ル
ネ
サ
ン
ス
・
バ
ロ
ッ
ク

部
門
　
▽
金
賞
―
合
唱
団
ま
い

（
長
野
県
）
▽
銀
賞
―
ラ
　
ノ

ヴ
ァ
　
ヴ
ォ
ー
チ
ェ
（
熊
本

県
）
、
ア
プ
レ
・
ド
ゥ
マ
ン

（
東
京
都
）
▽
銅
賞
―
ク
ー
ル

シ
ェ
ン
ヌ
（
奈
良
県
）、
グ
レ

イ
ス
・
シ
ン
ガ
ー
ズ（
兵
庫
県
）。

◎
古
典
・
ロ
マ
ン
派
部
門

▽
金
賞
―
タ
イ
ペ
イ
　
メ
ー
ル

ク
ワ
イ
ア
（
台
湾
）
▽
銀
賞
―

該
当
な
し
▽
銅
賞
―
コ
ー
ル

市
民
教
養
講
座

障
害
の
あ
る
人
の
日
常
生
活
の
支
援
や
移
動

介
護
を
行
う
介
護
者
の
養
成
講
座
。
障
害
者
の

福
祉
制
度
や
介
護
技
術
の
基
本
を
学
び
ま
す
。

【
日
時
】

８
月
30
日
〜
10
月
４
日
（
土
曜
、

全
５
回
）
10
時
〜
16
時
。

【
場
所
】

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー（
安
倉
西

２
丁
目
、
阪
急
･
阪
神
バ
ス
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
前
）。

【
対
象
】

市
内
で
、
支
援
費
制
度
の
「
日

常
生
活
支
援
」（
左
記
）
に
従
事
し
た
い
人
。

【
費
用
】

１
万
円（
テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
）。

【
定
員
】

30
人
。

【
申
し
込
み
】

８
月
21
日
（
木
）
ま
で
に
、

応
募
用
紙
（
市
役
所
障
害
福
祉
課
、
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
配
布
）
を
障
害
者
自
立
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
へ
。
多

数
の
場
合
は
選
考
。

詳
し
く
は
障
害
者
自
立
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

（
蕁
燉
５
０
０
２
薨
熹
２
７
６
６
）
へ
。

ひょうごユース・ワークプログラム 
　県は、民間企業・福祉施設・ＮＰＯなどでの就業体験
を通じて、職業人としての基本的知識を学ぶ「ひょうご
ユース・ワークプログラム」の受講生を募集します 

　期　間 ● 9月11日貅～10月21日貂のうち26日間 
　対　象 ● 今年4月1日現在、大学、短大などを卒業後５年以
　　　　　  内の県内在住の人（県内の大学・短大などを卒業し
　　　　　  た人を含む）で、 未就業の人（ただし以前に受講
　　　　　  した人を除く） 
　定　員 ● 60人程度 
申し込み ● 所定の申込書を8月26日貂までに県職業能力開発協
　　　　　  会へ。多数の場合は選考。 
　　　　　  詳しくは同協会（蕁078･371･2091）へ 

多
彩
な
講
師
陣
が
、
分
か
り
や
す
く
解
説

日  程 テーマ・講 師 

9月  2日貂 

9月  4日貅 

子育てをめぐるこころの問題 
    甲子園大学 発達･臨床心理センター 
        　　　　　　　臨床心理士　竹田　伸子 

身近なことからできる地球温暖化対策 
　ココロジー経営研究所　代表　立山　裕二 

身近な国際協力～アフガニスタンの今～ 
　　宝塚･アフガニスタン友好協会  
　　　　　　　　　　　　代表　西垣　敬子 

わかりやすい経済のおはなし 
～阪神優勝が関西経済に与える影響～ 
   ㈱日本総合研究所 主任研究員　小沢　康英 

8月22日貊 

8月27日貉 

8月29日貊 

行政と住民参加について 
　　　　　　　　　　経済評論家　泉　和幸 

､ 

♪ 総合１位に、 
  なにわコラリアーズ室内アンサンブル 

宝塚国際室内合唱コンクール 、 宝塚国際室内合唱コンクール 、 

マ
イ
ス
（
大
阪
府
）、
カ
ン
ト
ゥ

ス
　
ア
ニ
メ
（
東
京
都
）。

◎
近
・
現
代
部
門

▽
金
賞

―
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
ン
　
チ
ェ
ン
バ

ー
　
ク
ワ
イ
ア
（
チ
ェ
コ
共
和

国
）、
な
に
わ
コ
ラ
リ
ア
ー
ズ
室

内
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
（
大
阪
府
）、

タ
イ
ペ
イ
　
メ
ー
ル
　
ク
ワ
イ

ア
（
台
湾
）
▽
銀
賞
―
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
　
ヴ
ァ
イ
ン（
京
都
府
）、

合
唱
団
ま
い
（
長
野
県
）、
コ
ー

ル
ワ
ン
（
岐
阜
県
）
▽
銅
賞
―

ピ
ュ
ア

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
（
島

根
県
）、
豊
中
室
内
合
唱
団
（
大

阪
府
）、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
　
ダ
ッ

フ
ォ
デ
ィ
ル
（
大
阪
府
）、
浜
田

少
年
少
女
合
唱
団
Ｓ
＆
Ｓ
（
島

根
県
）、
ア
ン
マ
ー
ク
ト
　
シ
ン

ガ
ー
ズ
（
大
阪
府
）。

◎
兵
庫
県
知
事
賞

な
に
わ

コ
ラ
リ
ア
ー
ズ
室
内
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
。

詳
し
く
は
文
化
振
興
財
団

（
蕁
燒
８
８
４
４
）
へ
。

介
護
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者
の
介
護

を
地
域
で
助
け
合
う
た
め
の
組

織
で
す
。

【
提
供
会
員
】

介
護
や
家

事
の
援
助
を
行
う
人
。
資
格
や

年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

【
依
頼
会
員
】

介
護
や
家

事
の
援
助
を
必
要
と
す
る
人
。

【
活
動
内
容
】

高
齢
者
な

ど
が
日
常
生
活
を
送
る
上
で
必

介
護
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集

　
日
常
生
活
支
援
と
は
　 

　
　
障
害
者
の
生
活
に
必
要
な
家
事
援
助
や
身
体 

　
介
護
を
行
っ
た
り
、
外
出
時
の
移
動
介
護 

（
ガ 

　
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
）
に
従
事
し
ま
す 

 

要
な
援
助
（
通
院
な
ど
外
出
の

付
き
添
い
、
食
事
の
準
備
、
掃

除
な
ど
の
家
事
）。

【
報
酬
】

１
時
間
に
つ
き
、

７
〜
20
時
は
７
０
０
円
、
そ
れ

以
外
は
９
０
０
円
。
依
頼
会
員

が
提
供
会
員
に
支
払
い
ま
す
。

【
申
し
込
み
】

介
護
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
蕁
燉
５
７
８
２
薨
燉
８
４
９

６
）
へ
。

社会福祉協議会の 
　活動にご協力を… 

　市社会福祉協議会は、ボ
ランティア活動や保健・福
祉、地域活動の団体などが
集まり、福祉のまちづくり
を推進する組織です。 
　会費は1口500円（普通会
員･市民対象）。福祉活動の
支援のために使われます。 
　入会の申し込みは各自治
会 ま た は 同 協 議 会（ 蕁
86･5000）へ。 


